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裏表紙に寄せて 
 

  

 毎年夏の終わりには、ボヤいているような気がするが、それにし

ても「いのちにかかわる暑さ」の報道に驚かされ続けた酷暑だった

この夏。 

 私事ではあるが、東京で働いている独り者の息子が緊急入院して

しまって思いがけずに、東京は町田市の彼の住まいに暮らす日が多

くなってしまった。毎朝早く起きて、郊外の坂道を歩き、成瀬杉山

神社の鳥居をくぐり、静かな階段を上って息子の病気治癒を願って

手を合わせ柏手を拍っている。 

 皆様ご存知の文部省唱歌の「若葉」は、鹿児島から上京し、この

あたりに住んでいた、松永みやを という人が昭和 17 年作詞したも

ので、境内に歌碑がある。 

 

「若葉」   作詞 松永みやを   作曲 平岡均之 

 1 あざやかなみどりよ、      2 さわやかなみどりよ、 

   あかるいみどりよ、         ゆたかなみどりよ、 

   鳥居をつつみ、           田はたをうずめ、 

   わら屋をかくし、          野山をおおい、 

   かおる、かおる、          そよぐ、そよぐ、 

   若葉がかおる、           若葉がそよぐ、 

 

主人は、歌碑の前でこのさわやかな歌を大きな声で歌って奉納し

ている。境内の木々に飛び交う鳥も、朝歩きで見かける鳥もこの土

地では、オナガにキジバト。私にとっては、オナガは飛んだ姿も、

この間の遠隔地探鳥会で佐賀県に行ったときに感動して見たカササ

ギに似て、なかなか優美で結構絵になると思っているが。 

どうも関西のヒヨドリなみに、庭に来ては実を食べたり、他の小

鳥を追い払ったり、その鳴き声の「ゲーイ ギャーギャー」という

品のなさが災いして、あまり評判がよろしくない。 

でも、姿も色も結構美的ですよと援護しておきたい。 

松村 基子 



 

 

★オナガ    スズメ目 カラス科   Ｌ=34～39cm 

東南アジアに生息する留鳥で、かつては日本全土で見られたが、

近年西日本での繁殖は確認されておらず、すっかり東日本の鳥とな

った。 

食性は雑食で昆虫、果実などを常食とする。木の上の高いところ

に巣をつくり、カラスの仲間とあって群れて行動し、学習能力が高

い。 

出典 ウィキペディア 
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